
平成 27 年度第 1 回工学部教育企画委員会 FD 部会議事録 
 
開催日時：平成 27 年 7 月 16 日（木）10:40～11:45 
場  所：理工学研究科棟 工学部第 1 会議室（北） 
出 席 者：重原孝臣（学部長）、奥井義昭（副学部長）、池野順一、淺枝 隆（代理出席：ラ

シッド エムデイ ハルノ オル）、土方泰斗（代理出席：八木修平）、内田淳史、小玉

康一、神島謙二、茂木秀則 
事務局：山口敏夫、松村賢治（工学部学務係） 
 
１．報告事項 
１）重原学部長、奥井副学部長の挨拶の後、各部会委員の自己紹介を行った。 
２）全学 FD 研究会に出席した茂木委員から研究会の様子、内容について報告がなされた。 
 
２．審議事項 
１）平成 27 年度計画について 
・本年度は以下の３つの事項について実施することを確認した。 

①授業参観 
②FD シンポジウム 
③ベストレクチャー賞の選出 

２）授業参観 
・実施期間を 10 月 19 日（月）～30 日（金）の２週間とした。 
・アンケートの様式について確認した。 
・学科へのアンケート依頼＆収集は、学科 FD 部会委員がメールで行う。各教員から提出さ

れたアンケート（word ファイル）は学科毎に一括して工学部学務係に送信する。送信時

には各委員にも CC で配信する。 
・学科で一人でも多く参観するように、FD 部会委員から呼びかけを行う。 
３）FD シンポジウム 
・シンポジウム開催候補日は、11 月 6 日（金）もしくは 11 月 20 日（金）とし、いずれも

14:00～16:00、シアター教室とした。 
・シンポジウム内容は FD 講演会＋ベストレクチャー賞授賞式とした。 
・FD 講演会は「パワーハラスメント」に関する講演が提案され了承された。講師候補とし

て日本産業カウンセリングセンター代表取締理事長の野原蓉子氏が挙げられ、今後交渉

を進めることにした。 
・ベストレクチャー賞の授賞式は、受賞者に講義の工夫点など 10 分間ほどのショートレク

チャーをしてもらうことにした。 
・シンポジウムへの参加を増やすため、理学部との共催や全学的な協力体制を整えること



にした。 
・準備としては、8 月中に講師を決め、2 ヶ月前には開催案内（ポスター掲示、メール送信、

教授会でアナウンスなど）を出せるようにすることにした。 
４）ベストレクチャー賞の選出 
・11 月開催の FD シンポジウムに間に合うように選出を進める。次回 FD 部会で選出予定。 
・選出の関する規程について学務から説明があり、カテゴリー別に合計６名を選出するこ

とを確認した。 
５）FD ガイドラインの周知 
・FD 活動主旨、内容理解促進のため FD ガイドラインを確認した。 
６）授業進行の手引き Ver.2.0 の改訂 
・平成 27 年度入学者から再試験が廃止されたことで Ver.3.0 として改訂することにした。 
・細かな表現については随時、学部係にメールで知らせることにした。 
・「その他」の項目では、「試験、追試験、再試験については、国立大学・・・」の部分を 
「試験、追試験、再試験（平成 27 年度入学者から廃止）については、国立大学・・・」

とする。HP 記載の単位修得の認定に関する規則第 6 条第 9 条については、教員専用 HP
で過去の規則も併記するよう要望があり、学務係で措置することにした。 

７）その他 
・単位の実質化に関連し、予習復習を促している授業担当教員のアンケート調査を行うよ

う工学部長から要請があった。熱心に取り組んでいる教員を選定し、部会長名でアンケ

ートを依頼することにした。 
・「工学部・教員研修（FD）ガイドライン」では「・・・学期毎に実施される学生による授

業評価結果を 4、5 年毎に調査・解析し、その結果を公開する。」とあるため、本年度に

作成を要望する意見が出された。審議の結果、全学で出版されているものを参考にして

工学部、学科の評価結果を学務係でまとめることにした。部会はそれを確認し承認する

ことで了解した。 
・次回 FD 部会開催予定は 9 月後半から 10 月初旬、会場は工学部第 1 会議室（北）を予定。 
 
 

議事録作成 池野順一（FD 部会長） 



平成 27 年度第 2 回工学部教育企画委員会 FD 部会議事録 
 
開催日時：平成 27 年 10 月 6 日（火）10:40～11:30 
場  所：理工学研究科棟 工学部第 1 会議室（北） 
出 席 者：池野順一、土方泰斗（代理出席：八木修平）、内田淳史、小玉康一、神島謙二、

茂木秀則 
事務局：山口敏夫、松村賢治（工学部学務係） 
 
１．報告事項 
１）平成 27 年度第 2 回全学 FD 研究会の事後報告があった。また、第 3 回全学 FD 研究会

の開催案内が紹介された。（資料２） 
 
２．審議事項 
１）前回議事録確認 
 前回の議事録案が確認され、軽微な修正の後承認された。（資料１） 
２）教員相互の授業参観（オープンクラス）について（資料３） 
・10 月 19 日（月）～30 日（金）に実施することがあらためて報告された。 
・各学科の教職員には、できるだけ参加頂くように部会メンバーからメール配信などで授

業参観の周知をお願いした。 
・授業参観アンケート回収については、昨年度と異なり、各教職員が学務専用メールアド

レスに個別に提出することが報告された。 
３）ベストレクチャー賞について 
・平成 27 年度ベストレクチャー賞候補者一覧（資料４）をもとに検討を行った。その結果、

カテゴリー１：上位２名、カテゴリー２：上位２名、カテゴリー３：上位１名、カテゴ

リー４：上位１名、合計６名を選出した。 
・選定基準について確認し、とくに問題がないことを確認した。（資料５） 
４）FD シンポジウム（資料６） 
・シンポジウム開催日は 11 月 20 日（金）とし、14:00～16:00、シアター教室であること

を確認した。 
・シンポジウム内容は FD 講演会＋ベストレクチャー賞授賞式であることを確認した。 
・FD 講演会は「パワーハラスメント」に関する講演で、講師として日本産業カウンセリン

グセンター代表取締理事長の野原蓉子氏であることが報告され承認された。 
・ベストレクチャー賞の授賞式では、受賞者に講義の工夫点などショートレクチャーをし

てもらうことを確認した。 
・シンポジウムへの参加を増やすため、各学部、教育企画室に後援依頼を行った旨報告さ

れ、後援依頼文とポスターが配布された。 



・今後、開催周知のため、各学科、学部に A2 ポスターを配布し掲示していただくことを確

認した。 
５）授業進行の手引き改訂について（資料７） 
・Ver.2.0 を基に検討し、Web システムに関係した内容と、再試験廃止（平成 27 年度入学

者対象）に関する事項を加筆し改訂を承認した。 
・当手引きは冊子とはせず、デジタルデータでの公開とすることに決定した。具体的には

FD 部会 HP に PDF ファイルとして載せることにした。 
・その他、文中で気づいた点があれば学務係まで連絡することにした。（今月末を目処に） 
６）授業評価報告書（2011 年度～2014 年度）について（資料８） 
・資料８に基づき報告書案が提示された。 
・３頁目の部会作成頁については点検を行い、軽微な修正２カ所を修正の後承認された。 
・「Ⅵ．おわりに」を追加したことが報告された。 
・報告書案は承認され作成月を 10 月にした。 
・報告書は FD 部会 HP にて PDF ファイルで公開することを確認した。 
７）「単位の実質化」に関するアンケートについて（資料９） 
・アンケート主旨、アンケート設問について説明がなされた。 
・アンケート結果は資料９を基に確認し、FD として有益であることが確認された。 
・アンケートに回答された教員の承諾が得られれば、個人などが特定されないよう修正し

た後、FD 部会 HP で公開することにした。 
８）その他 
・事務局から全学 FD 研究会への参加が促された。 
・授業参観に関するフリートークがなされた。 
・今後、FD 部会は必要に応じて開催することにした。 
・FD シンポジウムへの参加をお願いし閉会となった。 
 

議事録作成 池野順一（FD 部会長） 


